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議題・議事・発言等（要点記録）

会 議 名 第２回千郷地域協議会 公 開

日 時
令和３年６月９日（水）

午後７時００分～午後８時００分
場 所

西部公民館

多目的ホール

出 席 者

（委員）

藤平進、今泉敏彦、中嶋幹彦、河合眞次、熊谷健二、大瀧輝久

今村泰己、中尾嘉伸、樋口善二、村田久夫、鈴木節、西山徹

影目悦雄、山崎敏勝、安彦誠一、白井久裕、近藤武、今村冴里

杉浦幸雄、今泉雅晴、古瀬剛、岩田常文、岡山薫、柴田洋子

浅井知寿子

（事務局）

千郷自治振興事務所：笹田明男所長、宮本博之（正担当）

大岩拓也（副担当）

企画部自治振興課：加藤千明課長

欠 席 者
（委員）

白井久裕、前崎由佳、神谷衣里
傍 聴 者 なし

配布資料

次第

地域活動交付金審査会工程表（案）

審査除外者一覧表

会場レイアウト

１ 開会及び会長あいさつ

会長による簡単なあいさつの後、本日の会議成立の報告を行った。

会議に先立ち会議録署名者を会長より熊谷健二委員、大瀧輝久委員の２名を指名し両

委員ともに承諾がされたため、次第に従い説明に移った。

２ 説明

５月３１日をもって本年度の地域活動交付金申請募集期間が終了し、５件の申請があ

りこれを事務局にて受理したことから、予定どおり６月２０日（日）に審査会を開催す

る旨の説明、また、審査会当日の流れと、さらに、現行の審査基準について事務局より

説明がされた。

このことについて意見や質問等も無かったことから議事に移った。

３ 議事

⑴地域活動交付金の審査実施方法について

以下の内容について協議がなされた。

・千郷地域自治区地域活動交付金審査基準

・審査方法

・審査の取り決め事項

・審査除外者

・審査会工程

何れも、意見や質問も無く事務局の説明した原案のとおり全会一致で承認がされた。
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また、審査会は申請団体も出席されることから、傍聴要領第２条のただし書により、

通常の地域協議会開催時においては、傍聴定員１０人以内と定めているが、今回は審査

会であることから会長が特に認める場合を適用し、定員の制限を設けない事とする旨の

説明があり、これについても全会一致で承認がされた。

⑵第３回千郷地域協議会の一部非公開について

事務局より、一部非公開の内容及び、非公開にすべき理由について説明。

（一部非公開の内容）

公開審査終了後に予定している「審議」

（非公開にすべき理由）

率直な意見の交換又は意思決定の中立性が不当に損なわれる恐れがあり、また、不当

に市民の間に混乱を生じさせる恐れがあるため。

また、申請事業毎に審議することとし、その際申請団体の「構成員」又は「居住地」

の理由により「審査しないとした方」は「審査しないとした事業」を審議する場合にお

いて審議会場より退席をお願いする旨を説明した。

以上の説明終了後、会長より委員に対し質疑、意見等を求めたが、特に意見・質問・

異議等の発声も無かったことから、採決により「⑵第３回千郷地域協議会の一部非公開

について」は議案のとおり「一部非公開」とすることとして全会一致により承認された。

４ その他

第３回千郷地域協議会の日程について

令和３年６月２０日（日）１３：００から

次回の地域協議会は「地域活動交付金審査会」としての位置づけとして開催。

上記について事務局より説明等がされた。

５ 閉会

閉会後、休憩を挟み「地域活動交付金事業審査会勉強会」を実施。

※実施内容：A～Bグループに分かれ、それぞれグループの担当の申請毎に事業の疑
問点の抽出を実施し、審査会前に申請団体に対し質問票を通知するための作業を行っ

た。後日、事務局より整理された質問票は各申請団体へ通知されることとされた。


